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《歳入》

● 一般会計当初予算総括表 ● 

（単位 : 千円、%） （単位 : 千円、%）《歳出》

新規 　コミュニティ・スクール事業 108万円

新規 　大豊小学校大規模改修事業 　

7億5,472万円

新規 　水産業競争力強化施設整備緊急対策事業

（活魚施設改修）5,133万円

継続 　防災・健康拠点施設整備事業

　 1億6,050万円

継続 　障害者福祉事業 6億8,275万8千円

継続 　母子保健事業　　　　 4,198万3千円

継続 　成人保健事業　　　　 8,824万4千円

継続 　農業次世代人材投資事業　  1,650万円

継続 　大豊小学校線改良事業　 

 1億5,639万8千円

継続 　消防ポンプ更新（分団消防車）

 1,338万1千円

● 主　な　事　業 ●

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

去
る
２
月
22
日
、
第
一
回
臨
時
会
に
お
い
て
選
任
頂

き
、
職
責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
町
議
と
市
議

を
合
わ
せ
八
期
三
十
一
年
間
議
員
と
し
て
活
動
を
続

け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
議
会
運

営
に
お
い
て
は
正
義
と
勇
気
で
公
正
・
公
平
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

今
日
、
地
域
社
会
は
激
動
す
る
経
済
社
会
情
勢
の

中
で
日
々
進
展
し
、
変
革
し
て
お
り
ま
す
。
議
会
も

行
政
も
こ
れ
等
に
的
確
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

議
員
が
た
だ
単
に
市
民
の
声
と
心
を
代
表
し
代
弁
す

る
だ
け
の
役
割
に
終
始
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
歩

踏
み
出
し
て
常
に
市
民
の
中
に
飛
び
込
み
、
市
民
と

の
対
話
を
重
ね
、
市
民
の
悩
み
と
声
を
汲
み
取
り
な

が
ら
、
議
論
を
重
ね
調
査
研
究
を
進
め
て
市
民
全
体

の
福
祉
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

地
方
自
治
の
二
元
代
表
制
、
議
会
が
持
つ
二
つ
の

使
命
、
そ
れ
は
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
と
行
財

政
運
営
の
批
判
と
監
視
で
あ
り
、
そ
の
使
命
を
完
全

に
達
成
出
来
る
よ
う
、
議
会
の
一
員
と
し
て
懸
命
に

努
力
す
る
こ
と
こ
そ
議
員
の
職
責
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就 

任 

の 

ご 

挨 

拶潟
上
市
議
会
議
長　

西　

村　
　

武

款 予算額 構成比 前年比増減率

1 市 税 2,531,075 17.1 0.2

2 地 方 譲 与 税 135,000 0.9 0.7

3 利 子 割 交 付 金 4,000 0.0 100.0

4 配 当 割 交 付 金 4,000 0.0  ▲ 42.9

5 株式等譲渡所得割交付金 2,000 0.0  ▲ 66.7

6 地方消費税交付金 552,000 3.7 6.2

7 自動車取得税交付金 26,000 0.2 0.0

8 地 方 特 例 交 付 金 19,000 0.1 11.8

9 地 方 交 付 税 5,922,000 40.1  ▲ 1.0

10 交通安全対策特別交付金 3,000 0.0 0.0

11 分担金及び負担金 128,632 0.9  ▲ 2.5

12 使用料及び手数料 170,173 1.2  ▲ 3.4

13 国 庫 支 出 金 1,685,207 11.4 3.9

14 県 支 出 金 945,116 6.4  ▲ 13.5

15 財 産 収 入 2,788 0.0  ▲ 6.0

16 寄 附 金 1,084 0.0 973.3

17 繰 入 金 717,549 4.9 59.3

18 繰 越 金 350,000 2.4  ▲ 38.5

19 諸 収 入 194,276 1.3 7.7

20 市 債 1,393,100 9.4  ▲ 17.4

歳　入　合　計 14,786,000 100.0  ▲ 2.3

款 予算額 構成比 前年比増減率

1 議 会 費 174,370 1.2  ▲ 6.8

2 総 務 費 1,404,816 9.5  ▲ 35.8

3 民 生 費 5,305,653 35.9  ▲ 10.7

4 衛 生 費 1,088,802 7.4 15.9

5 労 働 費 688 0.0 77.3

6 農 林 水 産 業 費 569,292 3.8 11.2

7 商 工 費 308,498 2.1  ▲ 21.5

8 土 木 費 1,312,386 8.9 13.2

9 消 防 費 890,079 6.0  ▲ 2.6

10 教 育 費 1,933,835 13.1 68.1

11 災 害 復 旧 費 3,000 0.0  ▲ 50.0

12 公 債 費 1,779,581 12.0 2.7

13 予 備 費 15,000 0.1 0.0

歳　出　合　計 14,786,000 100.0  ▲ 2.3

147億8,600万円

102億5,189万5千円
　

３
月
定
例
会
は
３
月
５

日
か
ら
22
日
ま
で
の
18
日

間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
者
４
名
、
審

議
し
た
議
案
は
条
例
14

件
、
補
正
予
算
10
件
、
特

別
会
計
へ
の
繰
入
れ
３

件
、
一
部
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
２
件
、
指
定

管
理
者
の
指
定
１
件
、
当

初
予
算
12
件
、
市
道
路
線

認
定
及
び
変
更
１
件
、
人

事
案
１
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
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● 基金現在高（見込）  ● 

●  各特別会計・企業会計予算 ● ●  一般会計歳出性質別予算 ● 

●  一般会計歳入性質別予算 ● 

（単位 : 千円） （単位 : 千円、%）

（単位 : 千円、%）（単位 : 千円、%）

一　般　会　計

各特別会計・企業会計

平成29年度末 平成30年度増減 平成30年度末

財 政 調 整 基 金 2,103,079 ▲389,999 1,713,080

減 債 基 金 100,181 ▲100,000 181

特　

定　

目　

的　

基　

金

小学校建築基金 10,012 ▲ 10,012

ふるさと応援基金 45,339 ▲ 12,399 32,940

合併振興基金 1,370,672 ▲180,000 1,190,672

合　　　計 3,629,283 ▲692,410 2,936,873

2018年

３月定例会
３月５日～22日

区　　　分
一般財源 特定財源

合　計 構成比
予算額 構成比 予算額 構成比

自　

主　

財　

源

1 市　　   　税 2,531,075 17.1 0.0 2,531,075 17.1

11 分担金及び負担金 0.0 128,632 0.9 128,632 0.9

12 使用料及び手数料 32,571 0.3 137,602 0.9 170,173 1.2

15 財 産 収 入 2 0.0 2,786 0.0 2,788 0.0

16 寄 附 金 1,084 0.0 0.0 1,084 0.0

17 繰 入 金 390,000 2.7 327,549 2.2 717,549 4.9

18 繰 越 金 350,000 2.4 0.0 350,000 2.4

19 諸 収 入 21,101 0.1 173,175 1.2 194,276 1.3

小　　　　計 3,325,833 22.6 769,744 5.2 4,095,577 27.8

依　

存　

財　

源

2 地 方 譲 与 税 135,000 0.9 0.0 135,000 0.9

3 利子割交付金 4,000 0.0 0.0 4,000 0.0

4 配当割交付金 4,000 0.0 0.0 4,000 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 2,000 0.0 0.0 2,000 0.0

6 地方消費税交付金 552,000 3.7 0.0 552,000 3.7

7 自動車取得税交付金 26,000 0.2 0.0 26,000 0.2

8 地方特例交付金 19,000 0.1 0.0 19,000 0.1

9 地 方 交 付 税 5,922,000 40.1 0.0 5,922,000 40.1

10 交通安全対策特別交付金 3,000 0.0 0.0 3,000 0.0

13 国 庫 支 出 金 0.0 1,685,207 11.4 1,685,207 11.4

14 県 支 出 金 0.0 945,116 6.4 945,116 6.4

20 市 債 430,000 2.9 963,100 6.5 1,393,100 9.4

小　　　　計 7,097,000 47.9 3,593,423 24.3 10,690,423 72.2

歳　入　合　計 10,422,833 70.5 4,363,167 29.5 14,786,000 100.0

会　　計　　名 予算額 前年比増減率

 社会保障関係 7,949,717  ▲ 9.6

　

 国民健康保険事業特別会計 3,701,999  ▲ 18.4

 後期高齢者医療特別会計 309,151 7.0

 介護保険事業特別会計 3,938,567  ▲ 0.7

 下水道関係 1,277,972  ▲ 6.0

 農業集落排水事業特別会計 102,010  ▲ 21.6

 下水道事業特別会計 1,168,229  ▲ 4.3

 合併処理浄化槽事業特別会計 7,733  ▲ 6.3

 財産区 2,327  ▲ 0.9

 豊川財産区特別会計 384 0.3

 下虻川財産区特別会計 610 13.0

 和田妹川財産区特別会計 532  ▲ 14.7

 飯塚財産区特別会計 801 0.0

 企業会計 1,021,879 5.4

 水道事業会計 1,021,879 5.4

計 10,251,895  ▲ 7.8

区　　　分 予算額 構成比 前年比増減率

 義務的経費 7,204,595 48.7 0.2

 人件費 2,762,591 18.7  ▲ 1.0

 扶助費 2,662,423 18.0  ▲ 0.3

 公債費 1,779,581 12.0 2.7

 投資的経費 1,653,705 11.2  ▲ 20.9

 普通建設事業費 1,650,705 11.2  ▲ 20.9

 うち補助事業 344,408 2.3 52.2

 うち単独事業 1,306,297 8.9  ▲ 29.7

 災害復旧事業費 3,000 0.0  ▲ 50.0

そ　の　他 5,927,700 40.1 1.3

 うち物件費 1,838,170 12.4 4.1

 うち維持補修費 289,734 2.0 59.9

 うち補助費等 1,660,045 11.2  ▲ 0.2

 うち一組負担金 908,364 6.1  ▲ 1.8

 うち繰出金 1,988,049 13.4  ▲ 3.1

 うち積立金 1 0.0 0.0

歳　出　合　計 14,786,000 100.0  ▲ 2.3

平成30年度

（当初予算総額）
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・
都
市
公
園
の
設
置
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
特
定
教
育･

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
各
会
計
へ
の
繰
入
れ 

原
案
可
決

・
平
成
30
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
入
れ

９
，
１
５
６
万
３
千
円
以
内

・
平
成
30
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
入
れ

４
億
９
，
８
８
９
万
７
千
円
以
内

・
平
成
30
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特

別
会
計
へ
の
繰
入
れ

４
６
９
万
７
千
円
以
内

◆
指
定
管
理
者
の
指
定 

原
案
可
決

・
防
災･

健
康
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定

◆
一
部
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更 

全
案
可
決

・
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更

・
男
鹿
地
区
衛
生
処
理
一
部
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更

◆
補
正
予
算 

全
案
可
決

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
５
号
）

・
豊
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

・
下
虻
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
和
田
妹
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
飯
塚
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

◆ 

市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に

つ
い
て 

原
案
可
決

・
市
道
路
線
認
定　

４
路
線

・
市
道
路
線
変
更　

12
路
線

◆
陳　
　

情 

採　
　

択

・
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の

拡
充
を
求
め
る
陳
情

◆
人
事
案
件 

同　
　

意

●
潟
上
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

工　

藤　

素　

子  

氏 

新

任

（
天
王
字
長
沼
）

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
潟
上
市
議
会
予
算

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
全
議
員
で
予
算
関

連
の
議
案
等
を
審
査
し
ま
し
た
。
３
月
９
日
は

大
綱
質
疑
を
行
い
、
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

・
前
年
度
肉
付
け
予
算
は
、い
つ
現
在
の
も
の
か
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
保
険

料
の
補
正
額
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

・
介
護
保
険
事
業
の
繰
越
金
が
基
金
へ
積
立
て

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保
険
財
政
に
対

す
る
当
局
の
見
解
は
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
努
力
目
標
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
時
代
的
な
背
景
、
教
育
の

実
施
内
容
、
提
案
さ
れ
た
経
緯
や
潟
上
方
式

が
あ
る
の
か
。

・
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
跡
地
に
設
置
す
る
備
蓄
庫
は

市
が
直
営
で
管
理
す
る
が
、
こ
の
後
の
６
月

補
正
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
賄
っ
て
い

く
の
か
。

・
共
通
商
品
券
事
業
が
無
く
な
っ
た
理
由
と
、

今
後
復
活
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

・
合
併
特
例
債
の
考
え
方
と
、
今
後
３
年
か
ら

５
年
の
財
政
見
通
し
は
。

・
自
殺
対
策
計
画
策
定
が
あ
る
が
、
今
年
ど
の

程
度
ま
で
各
町
内
会
を
含
め
た
進
め
方
を
す

る
の
か
。

・
成
人
保
健
事
業
の
う
ち
新
規
で
歯
科
健
診
事

業
が
あ
る
が
、
進
め
方
や
受
診
者
の
規
模
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
繰
越
分
の
状
況

と
、
収
め
ら
れ
な
い
方
へ
ど
の
よ
う
な
指
導

を
し
て
い
る
の
か
。

・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
都
道
府
県
化
に
よ

り
、
財
政
的
な
基
盤
は
県
が
持
つ
こ
と
で
市

の
予
算
が
前
年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
仕
組
み
は
。

　

ま
た
、
３
月
22
日
に
は
各
分
科
会
で
詳
細
審

査
し
た
議
案
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
科
会
委

員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
質
疑
・
討
論
・
採
決

の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
、
特
別
委
員
会
の
審
査
を
終
了
し

ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

◆
条
例
の
制
定
・
改
正 

全
案
可
決

・
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
砂
利
採
取
計
画
の
認
可
等
手
数
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等
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３月

定例会

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

委　

員　

会　

報　

告

　総務部、教育委員会、会計課、監

査、選管、議会事務局に関する事務

の調査、議案、陳情などの審査を行

います。

【
委
員
長
】 

佐
藤　

義
久

【
副
委
員
長
】 

鐙　
　

仁
志

【
委　

員
】 

瓜
生　
　

望　

鈴
木
斌
次
郎

 

西
村　
　

武　

堀
井　

克
見

総務文教

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

問　

指
定
管
理
者
の
募
集
、
告
知
方

法
と
期
間
及
び
指
定
管
理
料
は
。

答　

12
月
25
日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
１
月
号
へ
掲
載
、
告
知
し
、
募
集

期
間
は
前
例
を
踏
襲
し
、
概
ね
１
か
月

程
度
と
し
ま
し
た
。
指
定
管
理
料
に
つ

い
て
は
現
在
積
算
段
階
で
今
後
協
議
を

重
ね
、
６
月
補
正
で
提
案
し
ま
す
。

問　

社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
債
と

し
て
追
加
補
正
し
た
理
由
と
内
容
は
。

答　

飯
田
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

屋
根
、
外
壁
修
繕
と
旧
事
務
室
等
を
児

童
セ
ン
タ
ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
改

修
し
ま
し
た
。

Pick up1
防
災
・
健
康
拠
点
施

設
の
指
定
管
理
者
の

指
定

Pick up2
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９

号
）

問　

地
方
交
付
税
減
収
の
今
後
の
見

通
し
と
市
の
対
応
は
。

答　

平
成
27
年
度
か
ら
合
併
算
定
替

え
の
分
が
編
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30

年
度
の
縮
減
率
は
70
％
で
約
４
億
１
，

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
平

成
32
年
度
に
は
縮
減
前
の
60
億
円
か
ら

約
６
億
円
の
減
少
の
見
込
み
。
市
と
し

て
は
、
自
主
財
源
を
増
や
せ
な
け
れ
ば

歳
出
を
減
ら
す
対
応
に
な
り
ま
す
。

問　

合
併
特
例
債
の
期
限
と
残
額
は

ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
る
の
か
。

答　

期
限
は
平
成
31
年
度
ま
で
で
、
残

額
は
平
成
30
年
度
末
で
12
億
９
７
０
万

円
。
執
行
率
は
90
・
８
％
の
見
込
み
で
す
。

問　

大
豊
小
大
規
模
改
修
と
児
童
ク

ラ
ブ
整
備
計
画
の
予
算
を
一
本
化
し
、

事
業
費
の
圧
縮
を
す
べ
き
で
は
。

答　

学
校
は
文
部
科
学
省
、
児
童
ク

ラ
ブ
は
厚
生
労
働
省
と
分
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
利
用
の
際
は

経
費
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

為
、
予
算
を
分
け
て
い
ま
す
。

Pick up3
平
成
30
年
度
一
般
会

計
予
算

　

事
業
費
圧
縮
の
為
に
新
築
や
中
央
保

育
園
の
大
規
模
改
修
よ
り
は
圧
縮
で
き

る
と
い
う
判
断
で
、
大
豊
小
へ
の
設
置

案
で
進
め
て
い
ま
す
。

問　

マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
の
路
線
拡
充

や
小
型
化
等
、
今
後
の
計
画
は
。

答　

空
白
区
域
と
低
利
用
率
の
路
線

は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導

入
を
考
え
て
い
ま
す
。
小
型
化
は
、
現

在
の
状
況
か
ら
す
る
と
燃
料
費
は
減
少

し
ま
す
が
、
車
両
の
新
規
購
入
費
用
が

新
た
に
発
生
す
る
の
で
、
車
両
更
新
時

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

学
校
運
営
協
議
会

※

の
立
上
げ
方

法
と
予
算
の
内
訳
は
。

答　

今
年
度
は
３
回
の
会
議
を
行
い
、

議
論
を
進
め
、
次
年
度
へ
と
反
映
さ
せ

ま
す
。
予
算
は
委
員
の
報
酬
の
他
に
、

費
用
弁
償
が
あ
り
ま
す
。

※ 

学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
と
は

　

学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
皆

さ
ん
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
学
校
運
営
に
意
見
を
反
映

さ
せ
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
育
む
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進

め
る
協
議
会
で
す
。
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３月

定例会

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

委　

員　

会　

報　

告こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
の
補
正
額
の
内
訳
は
。

答　

事
業
の
精
算
に
伴
い
、
保
険
税

軽
減
分
が
６
５
９
万
９
千
円
の
減
額
、

同
じ
く
保
険
者
支
援
分
が
１
８
６
万
１

千
円
の
減
額
、
財
政
安
定
化
支
援
事
業

繰
出
金
が
６
６
７
万
１
千
円
の
減
額
で

合
計
１
，
５
１
３
万
１
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
す
。

Pick up2
平
成
29
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

問　

基
金
残
高
の
推
移
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答　

平
成
28
年
度
末
で
は
１
億
３
，

０
２
３
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
同
じ
よ
う
な
額
で
推
移
し

て
お
り
、
基
金
利
子
の
増
加
分
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Pick up1
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９

号
）

問　

後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
数
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

11
月
１
日
現
在
で
す
が
、
平
成

27
年
度
が
４
，
９
８
５
人
、
28
年
度

が
５
，
１
０
７
人
、
29
年
度
見
込
が

５
，
２
４
１
人
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年

１
２
０
人
程
度
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

問　

介
護
予
防
支
援
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
件
数
は
ど
れ
位
増
え
た
の
か
。

答　

当
初
予
算
に
お
い
て
１
，
２
６
０

件
の
見
込
み
で
し
た
が
、
実
績
か
ら

１
４
９
件
の
増
を
見
込
み
64
万
７
０
０

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

度
末
ま
で
８
，
５
９
３
万
円
、
平
成
29

年
度
末
で
１
億
１
，
５
５
０
万
円
の
見

込
み
で
す
。

問　

一
般
廃
棄
物
処
理
最
終
処
分
場

Pick up3
平
成
29
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

Pick up4
平
成
29
年
度
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

Pick up5
平
成
30
年
度
一
般
会

計
予
算

の
延
命
化
と
そ
の
経
緯
は
。

答　

最
終
処
分
場
の
計
画
に
つ
い
て

検
討
の
結
果
、
外
部
委
託
に
よ
る
延
命

の
方
法
が
あ
り
、
15
年
間
の
延
命
化
を

図
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

新
設
と
延
命
化
の
費
用
負
担
の

軽
減
の
比
較
は
。

答　

費
用
比
較
し
た
場
合
、
新
設
に
比

べ
延
命
化
す
る
場
合
は
約
６
億
１
千
万

円
の
費
用
負
担
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

問　

自
殺
予
防
対
策
計
画
検
討
委
員

会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
。

答　

若
年
層
の
自
殺
増
に
よ
り
様
々

な
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
自
殺
対
策
を
社
会
的
な
取
り
組
み

と
し
て
実
施
す
る
必
要
性
が
あ
る
た
め

で
す
。
国
の
法
改
正
に
伴
い
、
県
・
市

町
村
に
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
に
な
っ

た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

問　

認
知
症
総
合
支
援
事
業
費
に
つ
い

て
、
若
年
性
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
は
。

答　

若
年
性
認
知
症
の
方
に
対
し
て

も
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
県
の
若
年
性
認

知
症
相
談
窓
口
と
連
携
し
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

Pick up6
平
成
30
年
度
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予

算

　市民福祉部に関する事務の調査、

議案、陳情などの審査を行います。

【
委
員
長
】 

小
林　
　

悟

【
副
委
員
長
】 

菅
原
理
恵
子

【
委　

員
】 

鈴
木　

壮
二　

中
川　

光
博

 

澤
井
昭
二
郎　

大
谷　

貞
廣

社会厚生
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３月

定例会

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

委　

員　

会　

報　

告 こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

問　

青
年
就
農
給
付
金
の
申
請
者
１

名
の
辞
退
に
よ
り
減
額
だ
が
、理
由
は
。

答　

農
業
所
得
の
向
上
と
、
受
給
者

は
受
給
期
間
の
５
年
間
及
び
受
給
後
３

年
間
の
計
８
年
間
は
実
施
状
況
報
告
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

辞
退
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問　

道
路
橋
梁
費
補
助
金
の
内
訳
は
。

答　

大
豊
小
学
校
線
改
良
で
１
億
４
，

９
０
０
万
円
に
対
し
、
補
助
金
は
８
，

８
５
０
万
６
千
円
で
現
在
継
続
中
で
あ

り
、
平
成
30
年
度
に
完
成
予
定
で
す
。

他
は
追
分
下
出
戸
線
、
天
王
大
久
保

線
、
二
田
大
崎
線
、
大
清
水
下
谷
地
線

の
３
路
線
の
舗
装
補
修
で
す
。
ま
た
松

Pick up1
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９

号
）

Pick up2
平
成
30
年
度
一
般
会

計
予
算

渕
橋
補
修
、
中
羽
立
橋
補
修
、
舗
装
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
で
舗
装
の
路
面
の

調
査
、
橋
梁
等
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

策
定
で
計
６
事
業
で
す
。

問　

潟
上
市
就
業
資
格
取
得
等
助
成

金
は
ど
の
よ
う
な
職
種
が
対
象
か
。

答　

介
護
福
祉
士
関
連
、
パ
ソ
コ
ン

検
定
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
大
型
自
動

車
免
許
な
ど
で
計
15
件
で
す
。
本
助
成

金
の
申
請
条
件
が
休
職
中
、
あ
る
い
は

非
正
規
雇
用
の
方
で
資
格
を
取
得
し
た

場
合
に
正
規
雇
用
が
見
込
め
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
正

規
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

問　

活
魚
施
設
改
修
工
事
の
経
緯
と

内
容
は
。

答　

国
の
方
針
で
あ
る
「
地
域
の
浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
漁

協
の
役
員
も
含
め
た
委
員
と
漁
業
者
と

話
し
合
い
を
行
い
、
若
い
人
た
ち
が
頑

張
っ
て
い
る
採
貝
漁
業
（
イ
ワ
ガ
キ
）

を
主
体
で
実
施
し
、
県
内
一
の
出
荷
量

で
あ
る
活
魚
施
設
に
つ
い
て
も
合
わ
せ

て
実
施
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
水
産
庁
へ

計
画
書
を
提
出
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
道
路
際
に
あ
る
建
物

を
全
部
解
体
し
、
同
規
模
で
後
ろ
に
下

げ
る
計
画
で
す
。
工
事
着
手
は
夏
ご
ろ

の
予
定
で
す
。

問　

観
光
協
会
補
助
金
に
つ
い
て
、

活
動
内
容
は
。

答　

主
な
も
の
は
、
飯
田
川
鷺
舞
ま

つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金
１
４
０
万
円

と
八
郎
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

２
０
０
万
円
で
す
。
そ
の
他
、
出
戸
浜

海
水
浴
場
駐
車
場
整
備
に
係
る
補
助

金
、
東
湖
八
坂
神
社
祭
典
へ
の
支
援
な

ど
で
す
。

問　

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ま
つ
り
は
１
，

８
０
０
万
円
ほ
ど
で
市
の
一
般
会
計
か

ら
の
支
出
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
ま

つ
り
と
一
本
化
で
き
な
い
か
。

答　

主
催
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
飯

田
川
鷺
舞
ま
つ
り
と
八
郎
ま
つ
り
は
、

地
元
自
治
会
や
有
志
な
ど
で
の
実
行
委

員
会
の
主
催
で
、
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
ま
つ
り
は
市
の
主
催
で
す
。

　産業建設部、水道局、農業委員会

に関する事務の調査、議案、陳情な

どの審査を行います。

【
委
員
長
】 

伊
藤　

正
吉

【
副
委
員
長
】 

佐
藤　

敏
雄

【
委　

員
】 

戸
田　

俊
樹　

藤
原　

典
男 

 

菅
原　

秀
雄　

児
玉　

春
雄

産業建設
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３月

定例会

市

政

を

問

う

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

地域防災等について
と子どもの

菅原理恵子
議員

質
問 
大
規
模
災
害
時
に
は
、
基
本
団

員
だ
け
で
は
人
員
不
足
に
陥
る
こ
と
か

ら
、
機
能
別
団
員
導
入
の
考
え
は
。

答
弁 

消
防
団
の
充
実
強
化
に
向
け
、

本
年
1
月
19
日
付
で
、
政
府
よ
り
通
達

が
有
り
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
で
機
能

別
消
防
団
を
導
入
し
て
い
る
の
は
７
市

２
町
で
す
。
今
後
、
団
員
に
大
幅
な
不

足
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
必
要

に
応
じ
「
機
能
別
団
員
」
の
棲
み
分
け
、

導
入
を
図
り
ま
す
。

質
問 

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
弁 

こ
の
度
、
消
防
庁
よ
り
処
遇
の

改
善
と
し
て
、
年
額
報
酬
や
出
勤
手
当

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
通
達
が
あ
り
、

県
内
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

質
問 

消
防
団
の
器
具
庫
整
備
等
、
活

動
拠
点
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
計
画

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度

以
降
は
入
学
前
支
給
が
望
ま
し
い
の
で

は
。

答
弁 

要
綱
の
見
直
し
や
平
成
30
年
度

の
予
算
措
置
を
し
て
お
り
、
平
成
31
年

度
入
学
か
ら
は
入
学
前
支
給
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

中
小
企
業
の
設
備
投
資

の
支
援
に
つ
い
て

質
問 

政
府
は
、
平
成
30
年
度
税
制
改

正
に
お
い
て
、
国
・
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
中
小
・
小
企
業
の
投
資
を
後
押

し
し
、生
産
性
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、

今
後
３
年
間
を
集
中
投
資
月
間
と
位
置

付
け
ま
し
た
。
中
小
企
業
の
生
産
向
上

に
向
け
、
支
援
策
を
講
じ
て
み
て
は
。

答
弁 

一
定
の
条
件
に
該
当
し
、
本
制

度
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
は
、
年

率
３
％
以
上
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を

見
込
め
る
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」

を
策
定
し
、
所
在
す
る
市
町
村
が
「
導

入
促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
れ

ば
、
各
種
補
助
事
業
の
採
択
が
緩
和
さ

れ
ま
す
。
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
本
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

基
準
・
優
先
順
位
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
弁 

「
潟
上
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
に
基
づ
き
、
30
年
以
上
経
過

し
た
分
団
器
具
庫
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
等
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
事

業
内
容
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
消
防
施
設

の
整
備
拡
充
と
拠
点
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
事
業
執
行

し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
網
形
成
に
つ
い
て

質
問 

追
分
地
域
に
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス

運
行
の
予
定
は
。

答
弁 

市
役
所
・
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
を
目
的
と
し
た
路
線
の
新
設
が
要
望

さ
れ
て
お
り
、
現
在
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
導
入
を
検
討
。
道
路
運
送
法

に
基
づ
き
運
輸
支
局
や
県
な
ど
と
協

議
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
検

討
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
実
証
運
行
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問 

公
共
交
通
バ
ス
と
路
線
バ
ス
の

利
用
運
賃
の
統
一
性
に
つ
い
て
は
。

答
弁 

出
戸
・
追
分
地
域
を
通
過
す
る

秋
田
中
央
交
通
運
行
で
も
、
市
が
発
行

す
る
「
割
引
利
用
券
」
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
潟
上
市
内
乗
車
に
限
り
マ
イ
タ

ウ
ン
バ
ス
と
同
額
の
１
５
０
円
で
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

質
問 

天
王
小
学
校
に
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
・
公
共
交
通
バ
ス
を
登
下
校

時
間
帯
に
運
行
す
る
考
え
は
。

答
弁 

マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
の
運
行
時
刻

は
、
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
を
重
点
的
に
し
て

お
り
、登
下
校
時
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
、

運
行
本
数
を
増
便
す
る
必
要
が
あ
り
、

財
政
負
担
が
伴
い
ま
す
。
保
護
者
の
要

望
・
児
童
の
便
益
も
含
め
、
引
き
続
き

検
討
し
ま
す
。

義
務
教
育
の
就
学
前
援
助

に
つ
い
て

質
問 

近
隣
自
治
体
が
入
学
前
支
給
を

促
進
へ
の
取
り
組
み
と
、
解
体
後
の
固

定
資
産
税
減
免
措
置
へ
の
対
応
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁 

倒
壊
な
ど
危
険
性
の
高
い
特
定

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
等
と
連

携
し
応
急
措
置
な
ど
の
対
応
を
行
う
と

28
年
度
に
全
国
知
事
会
よ
り
国
に
対

し
、
医
療
保
険
制
度
改
革
推
進
に
関
す

る
提
案
・
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成

30
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
の
自
治
体

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
市
で
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

年
度
の
入
学
前
支
給
は
見
送
り
ま
し
た

が
、
平
成
31
年
度
入
学
者
か
ら
は
入
学

前
支
給
を
実
施
予
定
で
す
。
対
象
者
の

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
基
準
は
、

保
護
者
が
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
措
置
を
受
け

←

←

←

←
マイタウンバス

藤原　典男
議員
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定例会

市

政

を

問

う

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

地域域防防災災等等にについてて
と子子子どもの

菅原理恵子
議員

質
問

大
規
模
災
害
時
に
は
、
基
本
団

員
だ
け
で
は
人
員
不
足
に
陥
る
こ
と
か

ら
、
機
能
別
団
員
導
入
の
考
え
は
。

答
弁

消
防
団
の
充
実
強
化
に
向
け
、

本
年
1
月
19
日
付
で
、
政
府
よ
り
通
達

が
有
り
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
で
機
能

別
消
防
団
を
導
入
し
て
い
る
の
は
７
市

２
町
で
す
。
今
後
、
団
員
に
大
幅
な
不

足
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
必
要

に
応
じ
「
機
能
別
団
員
」
の
棲
み
分
け
、

導
入
を
図
り
ま
す
。

質
問

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
弁

こ
の
度
、
消
防
庁
よ
り
処
遇
の

改
善
と
し
て
、
年
額
報
酬
や
出
勤
手
当

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
通
達
が
あ
り
、

県
内
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

質
問

消
防
団
の
器
具
庫
整
備
等
、
活

動
拠
点
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
計
画

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度

以
降
は
入
学
前
支
給
が
望
ま
し
い
の
で

は
。

答
弁

要
綱
の
見
直
し
や
平
成
30
年
度

の
予
算
措
置
を
し
て
お
り
、
平
成
31
年

度
入
学
か
ら
は
入
学
前
支
給
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

中
小
企
業
の
設
備
投
資

中中中
小小小
企企企
業業
のの
設設設
備備備
投投
資資

中中中中中
小
中
小小小小
企
小
企企企企企
業業業業
のののの
設設設設設
備
設
備備備備備
投投投投
資資資資

の
支
援
に
つ
い
て

ののののののの
支
の
支
の
支支支支支
援
支
援
支
援援援援援援援
にににに
つつつつつつ
いいいい
てててててて

質
問

政
府
は
、
平
成
30
年
度
税
制
改

正
に
お
い
て
、
国
・
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
中
小
・
小
企
業
の
投
資
を
後
押

し
し
、生
産
性
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、

今
後
３
年
間
を
集
中
投
資
月
間
と
位
置

付
け
ま
し
た
。
中
小
企
業
の
生
産
向
上

に
向
け
、
支
援
策
を
講
じ
て
み
て
は
。

答
弁

一
定
の
条
件
に
該
当
し
、
本
制

度
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
は
、
年

率
３
％
以
上
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を

見
込
め
る
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」

を
策
定
し
、
所
在
す
る
市
町
村
が
「
導

入
促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
れ

ば
、
各
種
補
助
事
業
の
採
択
が
緩
和
さ

れ
ま
す
。
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
本
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

基
準
・
優
先
順
位
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
弁
「
潟
上
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
に
基
づ
き
、
30
年
以
上
経
過

し
た
分
団
器
具
庫
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
等
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
事

業
内
容
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
消
防
施
設

の
整
備
拡
充
と
拠
点
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
事
業
執
行

し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
網
形
成
に
つ
い
て

公公公公公公公公
共共共共
交交交交
通
交
通通通通
網
通
網網網網
形
網
形形形
成成成成
にににに
つつつつ
いい
てててて

質
問

追
分
地
域
に
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス

運
行
の
予
定
は
。

答
弁

市
役
所
・
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
を
目
的
と
し
た
路
線
の
新
設
が
要
望

さ
れ
て
お
り
、
現
在
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
導
入
を
検
討
。
道
路
運
送
法

に
基
づ
き
運
輸
支
局
や
県
な
ど
と
協

議
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
検

討
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
実
証
運
行
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問

公
共
交
通
バ
ス
と
路
線
バ
ス
の

利
用
運
賃
の
統
一
性
に
つ
い
て
は
。

答
弁

出
戸
・
追
分
地
域
を
通
過
す
る

秋
田
中
央
交
通
運
行
で
も
、
市
が
発
行

す
る
「
割
引
利
用
券
」
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
潟
上
市
内
乗
車
に
限
り
マ
イ
タ

ウ
ン
バ
ス
と
同
額
の
１
５
０
円
で
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

質
問

天
王
小
学
校
に
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
・
公
共
交
通
バ
ス
を
登
下
校

時
間
帯
に
運
行
す
る
考
え
は
。

答
弁

マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
の
運
行
時
刻

は
、
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
を
重
点
的
に
し
て

お
り
、登
下
校
時
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
、

運
行
本
数
を
増
便
す
る
必
要
が
あ
り
、

財
政
負
担
が
伴
い
ま
す
。
保
護
者
の
要

望
・
児
童
の
便
益
も
含
め
、
引
き
続
き

検
討
し
ま
す
。

義
務
教
育
の
就
学
前
援
助

義義義
務務務
教教
育育
のの
就就
学学
前前
援援
助助

義義義義義
務
義
務務務務
教
務
教教教
育育育育
のののの
就就就就
学学学学
前前前
援援援援
助助

に
つ
い
て

にににににに
つつつつつつ
いいいいいい
てててててて

質
問

近
隣
自
治
体
が
入
学
前
支
給
を

促
進
へ
の
取
り
組
み
と
、
解
体
後
の
固

定
資
産
税
減
免
措
置
へ
の
対
応
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁

倒
壊
な
ど
危
険
性
の
高
い
特
定

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
等
と
連

携
し
応
急
措
置
な
ど
の
対
応
を
行
う
と

28
年
度
に
全
国
知
事
会
よ
り
国
に
対

し
、
医
療
保
険
制
度
改
革
推
進
に
関
す

る
提
案
・
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成

30
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
の
自
治
体

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
市
で
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

年
度
の
入
学
前
支
給
は
見
送
り
ま
し
た

が
、
平
成
31
年
度
入
学
者
か
ら
は
入
学

前
支
給
を
実
施
予
定
で
す
。
対
象
者
の

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
基
準
は
、

保
護
者
が
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
措
置
を
受
け

←

←

←

←
マイタウンバス

藤原　典男
議員
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市
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た
方
、
市
町
村
税
の
減
免
措
置
を
受
け

た
方
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
、
ま
た
は
、
要
保
護
者
に
準
ず
る
程

度
に
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
で

す
。
入
学
準
備
金
の
使
途
は
限
定
は
な

く
、
家
庭
の
実
情
に
応
じ
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

危
険
空
き
家
の
解
体
促
進

と
固
定
資
産
税
の
扱
い
に

つ
い
て

質
問 

解
体
を
要
す
る
危
険
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
周
辺
の
住
民
か
ら
天
候
が

荒
れ
る
た
び
不
安
の
声
が
あ
る
。
解
体

第２次潟上市
総合計画について

国民健康保険税の収納対策
均等割減免について

と
も
に
、
所
有
者
に
対
し
て
適
正
管
理

を
促
す
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
も
自
己
資
金

を
要
す
る
た
め
、
空
き
家
の
解
体
が
進

ま
な
い
状
況
で
す
。
県
内
で
も
高
い
補

助
率
で
す
が
、
制
度
の
周
知
と
き
め
細

か
な
対
応
に
あ
た
り
事
業
を
進
め
ま

す
。
固
定
資
産
税
の
減
免
は
全
国
の
自

治
体
の
実
施
状
況
を
鑑
み
、
対
応
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

雨
水
の
分
散
管
理
の
考
え
は
。

答
弁 

集
中
豪
雨
に
起
因
す
る
道
路
冠

水
等
の
対
応
は
、
雨
水
対
策
事
業
を
実

施
。
道
路
事
業
に
よ
る
雨
水
対
策
に
は

補
助
制
度
が
な
く
、
解
決
に
は
地
区
全

体
の
詳
細
な
雨
水
排
水
に
関
す
る
経
路

等
の
調
査
解
析
と
整
備
計
画
に
よ
る
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

台
風
に
よ
る
高
潮
の
対
応
は
。

答
弁 

気
象
庁
が
発
信
す
る
情
報
と
秋

田
気
象
台
と
の
連
絡
体
制
を
確
立
。
警

報
レ
ベ
ル
に
従
っ
て
職
員
を
配
備
し
、

住
民
へ
の
避
難
勧
告
等
の
早
期
発
令
に

努
め
ま
す
。

質
問 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
連

携
、
目
標
達
成
点
検
、
評
価
方
法
と
は
。

答
弁 

総
合
計
画
は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
、

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
３
層
構
成
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
進
行
管
理
は
計

画
期
間
が
終
期
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
成
果
指
標
や
活
動
指
標
の
将
来
目

標
に
対
す
る
達
成
状
況
を
確
認
、
全
体

的
な
見
直
し
と
次
期
計
画
の
基
本
目
標

や
政
策
・
施
策
に
反
映
、
本
市
に
於
い

質
問 

市
町
村
国
保
は
、
世
帯
内
の
子

ど
も
の
人
数
が
増
え
る
と
均
等
割
が
あ

る
た
め
税
負
担
が
重
く
な
り
、
第
三
子

以
降
は
子
育
て
支
援
策
と
し
て
賦
課
し

な
い
市
町
村
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る

本
市
の
見
解
と
収
納
対
策
は
。

答
弁 

子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料

軽
減
措
置
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
平
成

れ
か
ら
国
保
制
度
の
改
正
状
況
や
県
内

市
町
村
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
収
納
対
策
は
、

県
の
指
導
、
助
言
に
基
づ
き
滞
納
世
帯

に
対
し
て
、
個
別
の
実
情
を
把
握
す
る

た
め
、
分
割
納
付
や
納
税
相
談
を
実
施

し
、
収
納
率
向
上
や
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

入
学
準
備
金
に
つ
い
て

質
問 

子
ど
も
の
入
学
に
は
、
制
服
な

ど
色
々
な
費
用
が
か
か
る
。
準
要
保
護

世
帯
へ
の
入
学
前
支
給
は
必
要
と
思
う

が
、
対
応
は
。

答
弁 

予
算
措
置
や
要
綱
の
整
備
、
支

給
ル
ー
ル
の
確
立
が
必
要
と
な
り
、
今

て
の
事
務
事
業
の
行
政
評
価
が
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
該
当
、
行
政
評
価

の
結
果
と
の
連
携
を
図
っ
て
計
画
事
業

の
改
善
や
予
算
編
成
の
参
考
と
し
て
い

ま
す
。
進
行
管
理
体
制
は
庁
内
の
総
合

計
画
政
策
会
議
、
外
部
市
民
20
人
の
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
を
設
置
、
毎
年
計

画
の
進
捗
状
況
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま

す
。

質
問 

庁
舎
周
り
の
環
境
整
備
は
。

答
弁 

今
後
の
利
活
用
は
市
の
全
体
計

画
の
中
で
財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

質
問 

二
田
追
分
線
の
歩
道
計
画
は
。

答
弁 

平
成
26
年
度
か
ら
国
の
補
助
事

業
と
し
て
着
手
、
今
後
、
国
庫
補
助
事

←

←

←

←

業
費
予
算
配
分
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が

順
次
、
工
事
着
手
予
定
で
す
。

雨
水
排
水
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て

質
問 

下
水
道
に
生
活
排
水
を
流
す
汚

水
管
と
、
大
雨
に
対
応
す
る
雨
水
管
の

整
備
普
及
は
。

答
弁 

市
の
下
水
道
事
業
は
汚
水
管

と
、
昭
和
・
飯
田
川
地
区
は
河
川
に
放

流
す
る
雨
水
管
渠
の
整
備
、
天
王
地
区

は
地
形
的
要
因
に
よ
り
雨
水
処
理
計
画

は
な
く
、
平
成
25
年
に
県
下
水
道
課
と

東
北
地
方
整
備
局
と
協
議
す
る
も
採
択

要
件
が
あ
り
、
実
施
困
難
の
指
摘
を
受

け
て
い
ま
す
。

大谷　貞廣
議員 国保ポケットブック
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た
方
、
市
町
村
税
の
減
免
措
置
を
受
け

た
方
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
、
ま
た
は
、
要
保
護
者
に
準
ず
る
程

度
に
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
で

す
。
入
学
準
備
金
の
使
途
は
限
定
は
な

く
、
家
庭
の
実
情
に
応
じ
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

危
険
空
き
家
の
解
体
促
進

危危危危危危危
険
危
険険険険
空
険
空空空
きききき
家家家家
のののの
解解解解
体体体体
促促促促
進進進進

険
と
固
定
資
産
税
の
扱
い
に

ととと
固固
定定
資資
産産
税税
のの
扱扱
いい
にに

ととととと
固
と
固固固
定定定定
資資資資
産産産産
税税税税
のののの
扱扱扱扱
いいいい
にににに

つ
い
て

つつつつつつ
いいいい
てててて

質
問

解
体
を
要
す
る
危
険
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
周
辺
の
住
民
か
ら
天
候
が

荒
れ
る
た
び
不
安
の
声
が
あ
る
。
解
体

第第２次次潟潟上上上市市
総総総合合計計計画画ににつつついいててて

国民民健健康康保保険険税のの収収納納対策
均等等割割減減免免についいてて

と
も
に
、
所
有
者
に
対
し
て
適
正
管
理

を
促
す
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
も
自
己
資
金

を
要
す
る
た
め
、
空
き
家
の
解
体
が
進

ま
な
い
状
況
で
す
。
県
内
で
も
高
い
補

助
率
で
す
が
、
制
度
の
周
知
と
き
め
細

か
な
対
応
に
あ
た
り
事
業
を
進
め
ま

す
。
固
定
資
産
税
の
減
免
は
全
国
の
自

治
体
の
実
施
状
況
を
鑑
み
、
対
応
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

質
問

雨
水
の
分
散
管
理
の
考
え
は
。

答
弁

集
中
豪
雨
に
起
因
す
る
道
路
冠

水
等
の
対
応
は
、
雨
水
対
策
事
業
を
実

施
。
道
路
事
業
に
よ
る
雨
水
対
策
に
は

補
助
制
度
が
な
く
、
解
決
に
は
地
区
全

体
の
詳
細
な
雨
水
排
水
に
関
す
る
経
路

等
の
調
査
解
析
と
整
備
計
画
に
よ
る
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

台
風
に
よ
る
高
潮
の
対
応
は
。

答
弁

気
象
庁
が
発
信
す
る
情
報
と
秋

田
気
象
台
と
の
連
絡
体
制
を
確
立
。
警

報
レ
ベ
ル
に
従
っ
て
職
員
を
配
備
し
、

住
民
へ
の
避
難
勧
告
等
の
早
期
発
令
に

努
め
ま
す
。

質
問

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
連

携
、
目
標
達
成
点
検
、
評
価
方
法
と
は
。

答
弁

総
合
計
画
は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
、

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
３
層
構
成
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
進
行
管
理
は
計

画
期
間
が
終
期
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
成
果
指
標
や
活
動
指
標
の
将
来
目

標
に
対
す
る
達
成
状
況
を
確
認
、
全
体

的
な
見
直
し
と
次
期
計
画
の
基
本
目
標

や
政
策
・
施
策
に
反
映
、
本
市
に
於
い

質
問

市
町
村
国
保
は
、
世
帯
内
の
子

ど
も
の
人
数
が
増
え
る
と
均
等
割
が
あ

る
た
め
税
負
担
が
重
く
な
り
、
第
三
子

以
降
は
子
育
て
支
援
策
と
し
て
賦
課
し

な
い
市
町
村
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る

本
市
の
見
解
と
収
納
対
策
は
。

答
弁

子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料

軽
減
措
置
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
平
成

れ
か
ら
国
保
制
度
の
改
正
状
況
や
県
内

市
町
村
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
収
納
対
策
は
、

県
の
指
導
、
助
言
に
基
づ
き
滞
納
世
帯

に
対
し
て
、
個
別
の
実
情
を
把
握
す
る

た
め
、
分
割
納
付
や
納
税
相
談
を
実
施

し
、
収
納
率
向
上
や
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

入
学
準
備
金
に
つ
い
て

入入入入入入入入入入
学
入
学
入
学学学
準
学
準準準準準
備備備備
金金金金
にににに
つつ
いいいい
てててて

質
問

子
ど
も
の
入
学
に
は
、
制
服
な

ど
色
々
な
費
用
が
か
か
る
。
準
要
保
護

世
帯
へ
の
入
学
前
支
給
は
必
要
と
思
う

が
、
対
応
は
。

答
弁

予
算
措
置
や
要
綱
の
整
備
、
支

給
ル
ー
ル
の
確
立
が
必
要
と
な
り
、
今

て
の
事
務
事
業
の
行
政
評
価
が
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
該
当
、
行
政
評
価

の
結
果
と
の
連
携
を
図
っ
て
計
画
事
業

の
改
善
や
予
算
編
成
の
参
考
と
し
て
い

ま
す
。
進
行
管
理
体
制
は
庁
内
の
総
合

計
画
政
策
会
議
、
外
部
市
民
20
人
の
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
を
設
置
、
毎
年
計

画
の
進
捗
状
況
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま

す
。

質
問

庁
舎
周
り
の
環
境
整
備
は
。

答
弁

今
後
の
利
活
用
は
市
の
全
体
計

画
の
中
で
財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

質
問

二
田
追
分
線
の
歩
道
計
画
は
。

答
弁

平
成
26
年
度
か
ら
国
の
補
助
事

業
と
し
て
着
手
、
今
後
、
国
庫
補
助
事

←

←

←

←

業
費
予
算
配
分
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が

順
次
、
工
事
着
手
予
定
で
す
。

雨
水
排
水
の
イ
ン
フ
ラ

雨雨雨
水水水
排排排
水水
のの
イイイ
ンンン
フフ
ララ

雨雨雨雨雨
水
雨
水水水水
排
水
排排排排排
水水水水
のののの
イイイ
ンンンンン
フフ
ララ

整
備
に
つ
い
て

整整整整整整整
備
整
備
整
備備備備備
に
備
に
備
ににににに
つつつつつつ
いいいい
てててててて

質
問

下
水
道
に
生
活
排
水
を
流
す
汚

水
管
と
、
大
雨
に
対
応
す
る
雨
水
管
の

整
備
普
及
は
。

答
弁

市
の
下
水
道
事
業
は
汚
水
管

と
、
昭
和
・
飯
田
川
地
区
は
河
川
に
放

流
す
る
雨
水
管
渠
の
整
備
、
天
王
地
区

は
地
形
的
要
因
に
よ
り
雨
水
処
理
計
画

は
な
く
、
平
成
25
年
に
県
下
水
道
課
と

東
北
地
方
整
備
局
と
協
議
す
る
も
採
択

要
件
が
あ
り
、
実
施
困
難
の
指
摘
を
受

け
て
い
ま
す
。
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問

う

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

答
弁 

「
対
話
」
と
「
交
流
」
を
実
践

し
て
き
た
こ
と
が
一
つ
の
成
果
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、

　

一
つ
め
は
子
育
て
支
援
の
充
実
と
教

育
環
境
の
整
備
で
あ
り
、
待
期
児
童
の

問
題
か
ら
「
昭
和
こ
ど
も
園
」
の
整
備

を
進
め
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
産
業
振
興
と
企
業
誘
致
で

あ
り
、
一
昨
年
は
航
空
産
業
の
山
本
精

機
、
昨
年
は
山
形
県
の
富
士
ソ
ー
イ
ン

グ
、
本
年
度
は
昭
和
工
業
団
地
に
東
洋

熱
科
学
が
進
出
決
定
し
、
操
業
を
一
部

始
め
て
い
ま
す
。

　

三
つ
め
は
健
康
寿
命
で
あ
り
、
健
康

で
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設

と
し
て
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
跡
地
に
「
防

災
・
健
康
拠
点
施
設
」
を
整
備
、
若
い

世
代
を
含
む
幅
広
い
方
々
の
健
康
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
環
境
を
整
え

ま
す
。

あ
い
交
流
支
援
事
業
」
の
平
成
26
年
度

か
ら
28
年
度
ま
で
の
利
用
実
績
割
合

は
、
「
く
ら
ら
」
が
91
・
２
％
、
「
プ
ラ

ザ
の
湯
」
が
５
・
３
％
、
「
飯
田
川
セ
ン

タ
ー
」
は
３
・
５
％
の
利
用
率
で
す
。

再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
減
少

が
大
き
な
問
題
で
す
。
公
共
施
設
の
再

編
等
を
抱
え
て
、
財
政
運
営
を
持
続
可

能
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
の
状

況
も
勘
案
し
そ
の
中
で
３
町
の
公
平
さ

も
考
え
て
い
ま
す
。
先
行
き
は
暗
い
わ

け
で
は
な
く
検
討
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
総
括
に

つ
い
て

質
問 

今
年
度
を
振
り
返
り
ど
の
よ
う

な
点
に
配
慮
し
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
、
本
年
度
の
総
括
は
。

答
弁 

強
い
要
望
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
施
設
で
あ
り
高
齢
者
の
集
う

地
域
憩
い
の
場
と
は
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
一
日
20
人
と
利
用
者
が
少
な
い
状

況
で
す
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る
「
高
齢
者
ふ
れ

飯田川保健福祉センター
風呂再開について

質
問 
飯
田
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

風
呂
に
関
し
て
は
、
平
成
10
年
に
国
が

国
民
健
康
保
険
税
の
か
か
り
過
ぎ
を
憂

い
、
減
少
を
目
指
し
全
国
に
補
助
金
を

下
し
、
予
防
と
健
康
増
進
を
願
い
設
置

し
た
も
の
と
記
憶
し
て
い
る
。
費
用
対

効
果
の
対
象
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
疑

問
が
あ
る
も
の
の
、
住
民
か
ら
再
開
を

望
む
声
が
多
々
あ
り
ま
す
。
集
う
場
所

が
あ
り
、
連
帯
感
の
あ
る
暮
ら
し
は
、

心
の
健
康
に
も
つ
な
が
る
筈
。
現
在
の

足
踏
状
態
か
ら
再
開
へ
と
願
い
、
市
長

の
任
期
内
の
方
向
づ
け
は
。

鐙　　仁志
議員

２
月
臨
時
会

　

改
選
後
初
の
議
会
は
２
月
22
日
午
前
10
時

か
ら
市
役
所
議
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
西
村
武
議
員
、
副
議
長
に
は
児
玉

春
雄
議
員
が
選
挙
に
よ
り
当
選
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

会
・
議
会
改
革
推
進
会
議
・
議
会
議
員
政
治

倫
理
審
査
会
の
委
員
の
選
任
、
一
部
事
務
組

◆総務文教常任委員会

氏　　名

委 員 長 佐　藤　義　久

副委員長 鐙　　　仁　志

委　　員 瓜　生　　　望

委　　員 鈴　木　斌次郎

委　　員 堀　井　克　見

委　　員 西　村　　　武

◆社会厚生常任委員会

氏　　名

委 員 長 小　林　　　悟

副委員長 菅　原　理恵子

委　　員 鈴　木　壮　二

委　　員 中　川　光　博

委　　員 澤　井　昭二郎

委　　員 大　谷　貞　廣

◆産業建設常任委員会

氏　　名

委 員 長 伊　藤　正　吉

副委員長 佐　藤　敏　雄

委　　員 戸　田　俊　樹

委　　員 藤　原　典　男

委　　員 菅　原　秀　雄

委　　員 児　玉　春　雄

風呂休業中の飯田川保健福祉センター
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改
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前
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時
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市
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所
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場
に
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市
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長
に
は
西
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長
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は
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西西西西西
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長
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長
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員
が
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よ
り
当
選
し
ま
し
た
。
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春春春春

続
い
て
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

会
・
議
会
改
革
推
進
会
議
・
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審
査
会
の
委
員
の
選
任
、
一
部
事
務
組

◆総務文教常任委員会

氏　　名

委 員 長 佐　藤　義　久

副委員長 鐙　　　仁　志

委　　員 瓜　生　　　望

委　　員 鈴　木　斌次郎

委　　員 堀　井　克　見

委　　員 西　村　　　武

◆社会厚生常任委員会

氏　　名

委 員 長 小　林　　　悟

副委員長 菅　原　理恵子

委　　員 鈴　木　壮　二

委　　員 中　川　光　博

委　　員 澤　井　昭二郎

委　　員 大　谷　貞　廣

◆産業建設常任委員会

氏　　名

委 員 長 伊　藤　正　吉

副委員長 佐　藤　敏　雄

委　　員 戸　田　俊　樹

委　　員 藤　原　典　男

委　　員 菅　原　秀　雄

委　　員 児　玉　春　雄

風呂休業中の飯田川保健福祉センター
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議
会
改
革推

進
会
議

議
会
議
員
政
治

倫
理
審
査
会

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

条
例
の
運
用
・
検
証
・
見
直

し
・
啓
発
に
関
す
る
事
項
、

議
会
改
革
の
推
進
に
関
す
る

事
項
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

に
基
づ
き
、
議
員
の
政
治
倫

理
に
関
す
る
事
項
の
審
査
を

行
い
ま
す
。

　「潟上市議会議員政治倫理条例」に基づき、議員から関係私企業

等 の届け出がありましたので、その概要を公表します。就業報告

書（役職となっている団体等の名称等を記載）は閲覧することがで

きますので、議会事務局に申し出ください。

　３月１日現在のものを議席番号順に掲載しています。

氏　　名 職　　業
本人が実質的に経営に
携わっている企業・役職名

鈴　木　壮　二
理容業、
運転代行業

ヴィヴァーチェ・カットクラブ　代表
昭和運転代行社　代表　

戸　田　俊　樹 農 業

菅　原　理恵子 無 職

瓜　生　　　望 会 社 役 員 サインファミリー㈱　代表取締役

鈴　木　斌次郎 農 業

佐　藤　敏　雄 美 容 師 髪の十兵衛　代表

鐙　　　仁　志 米穀小売業 鐙惣米穀店　代表者

中　川　光　博 無 職

澤　井　昭二郎 農 業

佐　藤　義　久 商 業 明玉商機　代表

伊　藤　正　吉 商 業 Yショップ飯田川店　経営者

藤　原　典　男 政 党 役 員

堀　井　克　見 無 職

菅　原　秀　雄 農 業

小　林　　　悟 会 社 役 員
昭和電気工業㈱　代表
かたがみパワー㈱　代表
オーシャンウィンド㈱　代表

大　谷　貞　廣 無 職

児　玉　春　雄 無 職

西　村　　　武 不 動 産 業
コーポ西村　代表者
㈲天王バッティングセンター　代表取締役社長
翔和ゴルフガーデン　代表取締役

合
・
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
議
会
広

報
編
集
特
別
委
員
会
の
設
置
決
議
と
委
員
の

選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、専
決
処
分
１
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
内
容

●
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

除
排
雪
経
費
と
し
て
１
億
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

◆議会運営委員会

氏　　名

委 員 長 鐙　　　仁　志

副委員長 鈴　木　斌次郎

委　　員 佐　藤　敏　雄

委　　員 澤　井　昭二郎

委　　員 伊　藤　正　吉

委　　員 堀　井　克　見

◆議会広報編集特別委員会

氏　　名

委 員 長 瓜　生　　　望

副委員長 菅　原　秀　雄

委　　員 鈴　木　壮　二

委　　員 菅　原　理恵子

委　　員 中　川　光　博

委　　員 藤　原　典　男

◆議会改革推進会議

氏　　名

委 員 長 佐　藤　義　久

副委員長 菅　原　秀　雄

委　　員 鈴　木　壮　二

委　　員 佐　藤　敏　雄

委　　員 中　川　光　博

委　　員 小　林　　　悟

◆議会議員政治倫理審査会

氏　　名

委 員 長 大　谷　貞　廣

副委員長 瓜　生　　　望

委　　員 鈴　木　斌次郎

委　　員 小　林　　　悟

委　　員 児　玉　春　雄

関係私企業の公表

2018. ４かたがみ11

議
会
改
革推

進
会
議

議
会
議
員
政
治

倫
理
審
査
会

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

条
例
の
運
用
・
検
証
・
見
直

し
・
啓
発
に
関
す
る
事
項
、

議
会
改
革
の
推
進
に
関
す
る

事
項
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

に
基
づ
き
、
議
員
の
政
治
倫

理
に
関
す
る
事
項
の
審
査
を

行
い
ま
す
。

　「潟上市議会議員政治倫理条例」に基づき、議員から関係私企業

等 の届け出がありましたので、その概要を公表します。就業報告

書（役職となっている団体等の名称等を記載）は閲覧することがで

きますので、議会事務局に申し出ください。

　３月１日現在のものを議席番号順に掲載しています。

氏　　名 職　　業
本人が実質的に経営に
携わっている企業・役職名

鈴　木　壮　二
理容業、
運転代行業

ヴィヴァーチェ・カットクラブ　代表
昭和運転代行社　代表　

戸　田　俊　樹 農 業

菅　原　理恵子 無 職

瓜　生　　　望 会 社 役 員 サインファミリー㈱　代表取締役

鈴　木　斌次郎 農 業

佐　藤　敏　雄 美 容 師 髪の十兵衛　代表

鐙　　　仁　志 米穀小売業 鐙惣米穀店　代表者

中　川　光　博 無 職

澤　井　昭二郎 農 業

佐　藤　義　久 商 業 明玉商機　代表

伊　藤　正　吉 商 業 Yショップ飯田川店　経営者

藤　原　典　男 政 党 役 員

堀　井　克　見 無 職

菅　原　秀　雄 農 業

小　林　　　悟 会 社 役 員
昭和電気工業㈱　代表
かたがみパワー㈱　代表
オーシャンウィンド㈱　代表

大　谷　貞　廣 無 職

児　玉　春　雄 無 職

西　村　　　武 不 動 産 業
コーポ西村　代表者
㈲天王バッティングセンター　代表取締役社長
翔和ゴルフガーデン　代表取締役

合
・
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
議
会
広

報
編
集
特
別
委
員
会
の
設
置
決
議
と
委
員
の

選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、専
決
処
分
１
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
内
容

●
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

除
排
雪
経
費
と
し
て
１
億
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

◆議会運営委員会

氏　　名

委 員 長 鐙　　　仁　志

副委員長 鈴　木　斌次郎

委　　員 佐　藤　敏　雄

委　　員 澤　井　昭二郎

委　　員 伊　藤　正　吉

委　　員 堀　井　克　見

◆議会広報編集特別委員会

氏　　名

委 員 長 瓜　生　　　望

副委員長 菅　原　秀　雄

委　　員 鈴　木　壮　二

委　　員 菅　原　理恵子

委　　員 中　川　光　博

委　　員 藤　原　典　男

◆議会改革推進会議

氏　　名

委 員 長 佐　藤　義　久

副委員長 菅　原　秀　雄

委　　員 鈴　木　壮　二

委　　員 佐　藤　敏　雄

委　　員 中　川　光　博

委　　員 小　林　　　悟

◆議会議員政治倫理審査会

氏　　名

委 員 長 大　谷　貞　廣

副委員長 瓜　生　　　望

委　　員 鈴　木　斌次郎

委　　員 小　林　　　悟

委　　員 児　玉　春　雄

関係私企業の公表



　３月10日（土）庁舎４階にある議場を「り

きのすけ未来塾」で地域のことを学ぶ潟上

市内の小学生17名が見学しました。

　子ども達からは「テレビで見るより広

い！！」などの感想が出たり、思い思いに

議員や市長の席に座ったりしながら普段あ

まり入ることのない議場に興味津々の様子

でした。

　

今
、
時
代
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
そ
し
て
、
人
口
減
少
。
私
達
の
街
も

そ
の
影
響
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
達
６

名
が
新
た
に
議
会
広
報
の
編
集
を
任
さ
れ
、
一

番
最
初
に
決
め
た
こ
と
が
、
「
変
化
」
す
る
こ

と
で
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
み
ん
な
と
議
会

が
よ
り
身
近
に
な
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
、

今
ま
で
中
々
出
来
な
か
っ
た
「
変
化
」
を
分
か

り
や
す
い
形
で
表
現
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

私
達
自
身
が
ま
ず
「
変
化
」
す
る
こ
と
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
り
、
み
ん
な
と
一
緒
に
強
い
、
そ

し
て
誇
れ
る
潟
上
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

(

瓜
生　

 

望　

記)

編
集
後
記
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台
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ー
１
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0
1
8
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.1

 N
o
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 潟

上
市

議
会

だ
よ

り
T

E
L
 0

1
8（

8
5
3
）
5
3
3
0
　

編
集

／
潟

上
市

議
会

広
報

編
集

特
別

委
員

会

  

潟
上
市
議
会
で
は
定
例
会
・
臨
時
会

を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
程

等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
録
画

で
議
会
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
の
傍
聴
へ

お
越
し
く
だ
さ
い

「
み
ん
な
の
ギ
カ
イ
」

み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　議会の運営を円滑、効率的に進めるため、議会

の会議規則、委員会条例、議長の諮問に関する事

項について調査、審査を行います。

議 会 運 営 委 員 会
　「みんなのギカイ」の編集・作成・取材等を

行います。

広 報 編 集 特 別 委 員 会

りきのすけ未来塾
市内小学生 17 名参加

議場見学しました
！！
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３３３月1月1月1月110日0日0日0日0日（土（土（土（土土土）庁）庁）庁）庁庁）庁舎４舎４舎４舎４４舎舎 階に階に階に階に階に階にあるあるあるあるる議場議場議場議場場議場場場を「を「を りりりりりり

きのきのきのののすけすけすけけすけ未来未来未来未来未来未来塾」塾」塾」塾」塾 で地で地で地で地で地で地域の域の域の域の域のことことことことことを学を学を学を学を学ぶ潟ぶ潟ぶ潟ぶぶ 上上上上上

市内市内市内内の小の小の小の小の小学生学生学生学生学学生17177717名が名が名が名が名が見学見学見学見学見学見学しましましましままし したしたしたしたしたた。。。

子子子子どもどもども達か達か達か達か達からはらははらははは「テ「テ「テ「テテテレビレビレビレビビレ で見で見で見で見で見見で るよるよるよるよるよよより広りり広り広広

い！い！！」！」などなどななな の感の感の感感想が想が想がが出た出た出た出た出た出たり、り、り、り、り、、思い思い思い思いい思い思い思思いい思思思思いににににに

議員議員や市や市市長の長のの席に席に席ににに座っ座っ座っっ座ったりたりたりたりりたりしなしなしなしなしながらがらがらがらがらがららら普段普普段普段普段ああああああ

まりまり入る入る入ることことことのなのななのない議い議い議い議い議いい 場に場に場に場にに場 興味興味興味味興味味津々津々津々津々津々津 のの様の様ののの様の 子子子子子子

でしでしで た。た。た

　

今
、
時
代
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
少
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高
齢
化
そ
し
て
、
人
口
減
少
。
私
達
の
街
も

そ
の
影
響
は
大
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く
な
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て
い
ま
す
。
私
達
６
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が
新
た
に
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会
広
報
の
編
集
を
任
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れ
、
一
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最
初
に
決
め
た
こ
と
が
、
「
変
化
」
す
る
こ

と
で
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
み
ん
な
と
議
会

が
よ
り
身
近
に
な
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
、

今
ま
で
中
々
出
来
な
か
っ
た
「
変
化
」
を
分
か

り
や
す
い
形
で
表
現
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

私
達
自
身
が
ま
ず
「
変
化
」
す
る
こ
と
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
り
、
み
ん
な
と
一
緒
に
強
い
、
そ

し
て
誇
れ
る
潟
上
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
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潟
上
市
議
会
で
は
定
例
会
・
臨
時
会

を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
程

等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
録
画

で
議
会
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
の
傍
聴
へ

お
越
し
く
だ
さ
い

「
み
ん
な
の
ギ
カ
イ
」

み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　議会の運営を円を円滑滑、効率効率的に的に進め進 るため、議会

の会議規則、則、委員会条例、議長の諮問に問に関する事

項についいて調査、審査審査審査を行を行を行いまいまいます。す

会 運 営 委 員会 営議 会 運 営 委 員 会
　「みんなのギカカイ」イ」の編の編集・集・作成作 ・取材等を

行います。

編 委 員編広 報 編 集 特 別 委 員 会

りきのすけ未来塾
市内小学生 17 名参加

議場場場場場場場場場場場見学学学学学学学学学学学学学学学学学しししししししししししししししししししししししししまままままままままままままししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
！！
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